
河内大塚山古墳（かわちおおつかやまこふん） 

 河内大塚山古墳は、西大塚の東
ひがし

除
よけ

川
がわ

西側に発達した、中位段丘面に築かれている。周濠

を持つ巨大前
ぜん

方
ぽう

後
こう

円
えん

墳
ふん

である。墳丘規模は全長３３５ｍ、前方部幅２３０ｍ、後円部直径

１８５ｍ、前方部高４ｍ、後円部高さ２０ｍをはかる。前方部はほぼ北面する。人工の造

山だが、後円部頂上は海抜４５ｍに及び、松原市内で最も標高が高い。 

 墳丘主軸長では、日本列島第５位のトップクラスだが、築造時期を決める資料に乏しい。

しかし、①前方部は平板低平で、やや不整形をとること。②埴
はに

輪
わ

や葺
ふき

石
いし

の存在がはっきり

しないこと。③後円部に「ごぼ石」とよぶ巨石が存在するうえ、江戸時代後半の毛
もう

利
り

家文

書の「阿
あ

保
ぼ

親
しん

王
のう

事
こと

取
とり

集
しゅう

」（山口県立文書館蔵）に「磨
みがき

戸
ど

石
いし

」とよぶ巨石が 18世紀後半の宝
ほう

暦
れき

～明
めい

和
わ

年間に見られたこと。④古墳内にあった石室材・石棺材と思われる竜
たつ

山
やま

石
いし

や花
か

崗
こう

岩
がん

が柴
しば

籬
がき

神社（松原市上田 7丁目）などへ移されていること。 

 このようなことから、横穴式石室が後円部につくられていた可能性があり、６世紀中葉

から後葉の古墳と考えられる。 

 中世には、丹
たん

下
げ

氏が古墳を利用して、丹下城を築いた。織
お

田
だ

信
のぶ

長
なが

によって丹下城がこわ

された後、江戸時代には前方部に大塚村が形成され、後円部には氏神の天満宮（菅原神社）

が祀られた。 

 大正１０年３月に国の史跡（昭和１６年１２月解除）となり、大正１４年９月に陵
りょう

墓
ぼ

参
さん

考
こう

地
ち

となったことから、平成３年までに数十戸の民家は濠外に立ち退いた。 

 ６世紀代の安
あん

閑
かん

天皇や、欽
きん

明
めい

天皇陵とする説があると同時に、墳丘未完成説も唱えられ

ている。現在、宮内庁が管理する陵墓参考地である。 

 

 

 


